1　日本学連関係


第2回日本学連幹事会資料　　評議員制度の廃止について
改正前

第８章  評議員
（評議員）
	第39条
	本連盟の目的に賛同し、本連盟の活動に参画する意思のある者は、幹事会の承認をもって評議員になることができる。但し評議員は、大学学部卒業生であることを原則とする。


（評議員の活動）
	第40条
	評議員は本連盟の構成員として、本連盟及び地区学連の事業が円滑に行われるよう、参画、助言、協力などの援助を行う。


第９章  賛助会員
（賛助会員）
	第41条
	本連盟の目的に賛同し、本連盟を賛助する意志のある者は、賛助会員となることができる。


第10章  委員会
（委員会）
	第42条
	１
	本連盟は、その運営を円滑に遂行するため、委員会を置く。

	
	２
	委員会は常設委員会と臨時委員会に大別される。


（技術委員会）

	第43条
	本連盟の常設委員会として、評議員及び加盟員によって組織される技術委員会を置く。


（臨時委員会）
	第44条
	幹事会及び理事会は臨時に、評議員及び加盟員からなる委員会を置くことができる。


	
	昭和52年11月11日制定

	
	昭和59年12月１日施行

	
	昭和62年11月23日改正

	
	平成２年３月19日改正

	
	平成５年３月15日全文改正

	
	平成10年３月９日改正

	
	平成16年11月６日改正

	
	平成17年３月14日改正


改正後（赤字が改正部分）
第８章  評議員
（評議員）
	第39条
	本連盟の目的に賛同し、本連盟の活動に参画する意思のある者は、幹事会の承認をもって評議員になることができる。但し評議員は、大学学部卒業生であることを原則とする。


（評議員の活動）
	第40条
	評議員は本連盟の構成員として、本連盟及び地区学連の事業が円滑に行われるよう、参画、助言、協力などの援助を行う。


第８章  賛助会員
（賛助会員）
	第39条
	本連盟の目的に賛同し、本連盟を賛助する意志のある者は、賛助会員となることができる。


第９章  委員会
（委員会）
	第40条
	１
	本連盟は、その運営を円滑に遂行するため、委員会を置く。

	
	２
	委員会は常設委員会と臨時委員会に大別される。

	
	３
	幹事会及び理事会は、委員会に対し、委員の人数を訊くことができる。これを受けたならば、委員長は速やかに回答を行わなければならない。


（技術委員会）

	第41条
	本連盟の常設委員会として、評議員及び加盟員によって組織される技術委員会を置く。


（臨時委員会）
	第42条
	幹事会及び理事会は臨時に、評議員及び加盟員からなる委員会を置くことができる。


以下、章と条項の番号をずらす。

	
	昭和52年11月11日制定

	
	昭和59年12月１日施行

	
	昭和62年11月23日改正

	
	平成２年３月19日改正

	
	平成５年３月15日全文改正

	
	平成10年３月９日改正

	
	平成16年11月６日改正

	
	平成17年３月14日改正

	
	平成17年11月５日改正（予定）


